【 ATLANTIS Hybrid English Communication Ⅱ Intermediate One-year Syllabus 】
１．本書の特色
特色１・繰り返しによる学習
　①問題文を含むレッスン全体をトピックに関する事項でまとめたこと、②新出語句を少しずつ紹介し、本文では新しい文章の中で再度触れること、③重要文法事項が本文に１度だけではなく、何度も出てくるよう構成し、かつそれらが英語を日常使用する人々にとって自然な表現であること、を中心に導入から展開へ、少しずつつながりや広がりが持てるよう構成しました。丹念な繰り返しの学習により、基礎的・基本的な知識・技能をしっかりと身に付けていくことをねらいとしています。
特色２・段階を追った発展的な問題
　学んだ内容を、個人からペアワーク、３～４人のグループワーク、そしてクラス全体で意見交換できるよう段階を踏んでアウトプットの活動ができるよう構成しました。少しずつ発展的な問題に取り組むことによって、自ら考え、判断し、表現する力が身に着くよう、またその過程で少しずつ外国語学習に自信が持てるよう配慮しました。
特色３・継続的な学習意欲の育成
　自主的に学習に取り組み、外国語に興味・関心が強まるよう、外国語を使用している人々を中心とする世界の人々やその世界観をふんだんに味わうことができるような内容をできるだけたくさん盛り込みました。視覚に訴える写真、図、題材、問題等が、学習意欲を継続させていくことを期待します。
２． 各レッスンの構成と学習指導要領との対照表、及び１レッスンにおける授業時数案
	本書の構成・内容
	学習指導要領の内容
	該当箇所
	配当
時数案

	1.Grammar
文法を先に学習することで、Reading導入への抵抗感を和らげ、スムーズな移行を図る。
	内容の取扱い（２）
生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動を経験させながら、中学校や高等学校における学習内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するものとする。
	各レッスン１・３・５ページ目。

	２

	2.Vocabulary from Context
	内容（１）イ
説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりする。また、聞き手に伝わるように音読する。
内容（２）ア
リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴、話す速度、声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。
	各レッスン、リーディングの前
	１


	3.Pre-Reading
	内容（１）ア
事物に関する紹介や対話などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりする。
	
	

	4.Reading
	内容（１）イ
説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりする。また、聞き手に伝わるように音読する。
内容の取扱い（２）
生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動を経験させながら、中学校や高等学校における学習内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するものとする。
	各レッスン２・４・６ページ目。

	６

	5. Vocabulary review －
	内容の取扱い（２）
生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動を経験させながら、中学校や高等学校における学習内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するものとする。

	各レッスン７ページ目。

	１

	6. Grammar Practice －
	内容の取扱い（２）
生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動を経験させながら、中学校や高等学校における学習内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するものとする。
内容（２）イ
内容の要点を示す語句や文、つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いたりすること。
	
	

	7. The Writer’ Corner
	内容（２）ウ
事実と意見などを区別して、理解したり伝えたりすること。
	各レッスン８ページ目。

	

	8.Listening,Writing, Class Discussion－学習した内容をもとに、情報や考えを理解したり、概要や要点をとらえたりする。
	内容の取扱い(１)
中学校におけるコミュニケーション能力の基礎を養うための総合的な指導を踏まえ、聞いたことや読んだことを踏まえた上で話したり書いたりする言語活動を適切に取り入れながら、四つの領域の言語活動を有機的に関連付けつつ総合的に指導するものとする。
内容（１）ウ
聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについて、話し合ったり意見の交換をしたりする。
	
	

	
	
	計
	１０

	巻末Reading Techniques「長文読解問題１０題」
各レッスンに関連する内容の文章を読み、様々な視点や表現に触れることで知識や理解を深める。
	内容の取扱い（２）
 生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動を経験させながら、中学校や高等学校における学習内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するものとする。
内容（１）エ聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについて、簡潔に書く。
	巻末
１２１～１４１
ページ
（見開き１ページずつ各レッスンに対応）
	１
×
（１０題）


３．One-year Syllabus
	月
	図書の構成・内容
	題材内容
	扱う文法事項
	該当ページ
	配当時数

	4 
5
6
7/8
9
10
11
12
1
2
3
	Lesson 1
Money
“Different ways to think about money”
	『お金についての考え方の違い』
「お金」について、幅広い知識と教養を身に付けることを一番の目的とする。日本人は「お金」への理解が、物質的側面に偏りがちな傾向があるため、日本以外の国の人々がどのように考えているかを知ることで、「お金」への価値観を広げる。生徒がこれから直面する進路や就労への意欲付けにもつなげていきたい。
	未来のことを表す仮定法
if 節の代用
関係代名詞の所有格 whose
※巻末の Reading Techniquesをまとめに活用してもよい。
単語合計数　　３５０
新出単語数　　２２
新出慣用表現　１２
	１～８
ページ
	１０


	
	Lesson 2
Lake Como
“One of the most beautiful places in the world 
and the importance of preservation”
	『世界一の景観とその保全』
イタリアの「コモ湖」という、日本ではあまり馴染みのない観光地を紹介することで、世界には多くの美しい場所がある、ということを知る。また、その土地の文化や伝統を保全する大切さも紹介する。西洋文化を受容し失われてしまった日本独自の文化を、今後どのように継承、発展していくかについて考えていく。
	It seems that / seems to be
関係代名詞 what         
形式目的語の it
単語合計数　　３８０
新出単語数　　２４
新出慣用表現　１２
	９
～
１６
ページ
	１０

	
	Lesson 3
A Map of the Universe
“A Map of the Universe
The size and shape of the universe”
	『宇宙の大きさと形』
理系分野の論文を英文で読み深めることを意図した。今後大学進学後に行われる研究において、英語の文献を読むことが必須であることを想定し、その疑似体験をする。また、大きい数字を英語で表現することは日本人にとって不得意分野の1つであるため、あえて大きな数に焦点を絞り理解を深めていく。
また、「宇宙の大きさとかたち」について学び、他教科と有機的に学んでもよい。
	It is thought/believed to be
関係副詞 how, why
強調構文
単語合計数　　４１０
新出単語数　　２６
新出慣用表現　１４
	１７～
２６ページ
	１０

	
	Lesson 4
Island of Hope and Tears 
“Tears
One of the greatest migrations in human history
and the plight of immigrants in America”
	『人類史上最大の移住とアメリカ移民の苦悩』
Lesson 3とはうってかわって、ヒューマンストーリーを題材とした。実話をもとにした移民の苦悩を知ることで、より共感を持って読み進めてほしい。また、いま現在、日本国内に移住してきた移民と、移民が日本にもたらした恩恵について等を考えていく。
	It is said to have been
比較級＋SV
動名詞の意味上の主語
単語合計数　　４４０
新出単語数　　２８
新出慣用表現　１４
	２７～
３６ページ
	１０

	
	Review１
	レッスン１～４の復習をする
	レッスン１～４の重要文法事項一覧表
	３７～
３８ページ
	１

	
	Grammar in Daily Use
	レッスン１～４で学んだ文法事項が、実際の生活場面においてどのように使われているかを学ぶ。
	レッスン１～４の重要文法事項の入った会話文
	３９
ページ
	１

	
	Reading 1
Charles Dickens
“Charles Dickens
The life and works of a beloved writer”
	『みんなに愛された作家の人生や作品』
世界で最も愛されている作家の1人であるチャールズ・ディケンズについて読む。ディケンズの幼少期はとても困難が多かったにも関わらず偉大な作家になれたのはなぜなのか。ディケンズの一生を読み進めることで、生徒一人一人が自分自身の生き方と重ね合わせ、自分にとっては不利だと思われることが後に大きな成功につながることもあるということを学ぶ。
	レッスン１～４で学んだ重要文法事項の総復習
※レッスン１～４で学んだ全ての文法事項を含んだ総復習できる構成。
単語合計数　　４８０
新出単語数　　３０
新出慣用表現　１５
	４０～
４６ページ

	７

	
	Lesson 5
Careers
“The good and bad points of four careers”
	『3人の仕事の長短』
会社員、自営業者、公務員、医者といった四種の職業観を、長所だけではなく、短所も同時に知ることで、職業に対する幅広いイメージを広げる。日本においては、中小企業で働くことや起業することは敬遠されがちであるが、例え少々リスクがあっても、自分のやりたいことに向かって進める勇気をもってもらいたいため多種の職業を紹介した。このレッスンを通して将来自分はどんな職業に就きたいのか、またそれはなぜなのか等を考えながら、仕事と自分の生き方について考えを深める。
	仮定法現在
不定詞の受け身
動名詞の受け身
単語合計数　　５１０
新出単語数　　３２
新出慣用表現　１７
	４７～
５４ページ
	１０

	
	Lesson 6
Birth Order
“Birth Order
How birth order can affect our lives”
	『生まれ順が与える影響』
第一子、中間子、末っ子、そして一人っ子といった生まれ順が、どれほど自分の人生に影響を与えているのかについて考える。それはまた自分を取り巻く家族や友人をより深く理解するのにも役立つであろう。生まれ順は確かに生き方に影響を与えはするが、それが運命を決定付けるような絶対的なものであるわけではないことに留意する。それぞれの生まれ順についてのストーリーに共感しながら自分自身の出生について掘り下げて考える。
	分詞構文 過去分詞
複合関係代名詞
不定詞の意味上の主語
単語合計数　　５４０
新出単語数　　３４
新出慣用表現　１７
	５５～
６４ページ
	１０

	
	Lesson 7
Tigers
“The plight of the tiger”
	『野生トラの苦境』
野生トラが急激に減少している。トラの苦しい現状について知り、原因をひも解く中で、生命を尊び、環境の保全に寄与する態度を養う。
	be 動詞＋to 不定詞
進行形の受け身 
複合関係副詞
単語合計数　　５７０
新出単語数　　３６
新出慣用表現　１９
	６５～
７４ページ
	１０

	
	Lesson 8
Katakana Words 
“The problems of katakana words”
	『カタカナ語の問題点』
「カタカナ語」に焦点を当て、それがいかに外国語学習はもちろんのこと、日本語そのものへの学習の妨げになっているかについて学ぶ。また、「言語」の変化が、日本語や日本文化にどのように影響を与えているかを考え、日本語のこれまでとこれからについて考える。
	助動詞 + have + 過去分詞
未来進行形
未来完了形
単語合計数　　６００
新出単語数　　３８
新出慣用表現　１９
	７５
～
８３
ページ
	１０

	
	Review２

	レッスン５～８の復習をする
	レッスン５～８の重要文法事項一覧表
	８４～８５
ページ
	１


	
	Grammar in Daily Use
	レッスン５～８で学んだ文法事項が、実際の生活場面においてどのように使われているかを学ぶ。
	レッスン５～８の重要文法事項の入った会話文
	８５～８６
ページ
	１

	
	Reading 2
A Christmas Carol
“One of the best-known stories by Charles Dickens”
	『クリスマス・キャロル』
初老の商人、エベネーザ・スクルージに４人の亡霊が訪れることで、スクルージが改心していく物語である。スクルージがいかに悲哀に満ちた過去を送っていたかがひも解かれ、同時に彼の中にある良心に気づかされていくかを読む。「クリスマス」の本当の意味についてを考えながら、スクルージの生き方を通して道徳心を養う。
	レッスン５～８で学んだ重要文法事項の総復習
※レッスン５～８で学んだ全ての文法事項を含んだ総復習できる構成
単語合計数　　６４０
新出単語数　　４０
新出慣用表現　２０
	８７～
９４ページ
	７

	
	Lesson 9
How to Be Happy

	『幸せな人の習慣』
科学者の研究によると、幸せな人には似たような習慣があることがわかってきた。「幸せな人の習慣」は誰にでも当てはまることでもあり、またすぐに実行に移しやすい内容でもある。研究の結果を科学的側面から理解し、自分自身の生活パターンについて見直すきっかけになることを期待する。自分自身や自分を取り囲む人々をいかに幸せな気持ちにすることができるかについて考え、自他の敬愛と協力を重んじる精神を育む
	関係副詞 that 
付帯状況を表すwith A B
過去完了進行形
単語合計数　　７００
新出単語数　　４４
新出慣用表現　２４
	９５～
１０４ページ
	１０


	
	Lesson 10
Satoshi Omura and Ivermectin
日本人科学者の功績
	『日本人科学者の功績』
ノーベル賞を受賞した代表的な日本人、大村智教授について学ぶ。大村教授の研究が多くの命を救ったという功績を、どんな人生を送ってきたのかという視点で追っていく。経験から多くのことを学び、世界がよりよくなるために何か役に立つことがないか、と絶えず考えている大村教授の姿勢を学ぶ。
	無生物主語
倒置
独立分詞構文
単語合計数　　７００
新出単語数　　４４
新出慣用表現　２４
	１０５
～
１１３
ページ
	１０

	
	Reading Techniques －長文読解問題１０題
	長文読解問題１０題
１レッスン全体の内容を、長文問題（本文のretold）に触れ内容理解を深める。
※この巻末に関しては各レッスンの後に行っても、学期末に行ってもよい。
	長文問題（各レッスン本文のretold）
本書のすべての文法事項の総復習
	１１４
～
１３４
ページ
	１０

	
	Debate
ディベート
	２つのタイプのディベートを紹介し、英語でどのように自分の考えを組み立てたり自分自身の考えを肉付けしたりするかできるかについて学ぶ。特に自分の考えを論理立てて述べる手法は相手に自分の考えを伝える上で有用なため、生徒一人一人が自分の意見を英語で英語らしく表現し発話する。
	ディベート

	１３５
～
１４０
ページ
	１０

	
	Grammar Summary
文法のまとめ
	文法のまとめ一覧表を、これまでの復習として載せた。
	レッスン１～１０重要文法事項のまとめ
	１４１
～
１５２
	１

	
	Word and Expression List
単語慣用表現の一覧表
	各レッスンの新出単語、慣用表現の一覧表を載せた。
	単語、慣用表現等
	１５３
～
１５８
	適宜

	
	Fluency
発音練習
	４つのポイントに分けて発音指導をする。日常でよく使う英語表現を厳選しつつ、英語をより英語らしく発音し、英語話者にわかりやすい印象を与えられるよう意を用いた。
	発音練習
	１５９
～
１６０
	１

	
	
	
	
	計
	１４０


